
説 明
•	 誰が ？　何を ？　いつ ？　どのように ？　なぜ ？
•	 において鍵となる概念／観念は何か？
•	 の例は何か？
•	 の特徴／部分は，どのようなものか？�
　これはなぜそうなるのか？
•	 どのように私たちは を証明／確認／正当化できるのか？
•	 どのように は に結びついているのか？
•	 もし だとすれば，何が起こるのか？
•	 について，よくある誤概念は何か？

解 釈
•	 の意味は何か？
•	 は， について何を明らかにするのか？
•	 どのように は に似ているのか（アナロジー／メタファー）？
•	 は，どのように私／私たちに関係しているのか？
•	 だから何なのか？　なぜそれが重要なのか？

応 用
•	 いつ，どのように，私たちはこれ（知識／プロセス） を活用することができるのか？
•	 どのように はより広い世界において応用されているのか？
•	 （障害，制約，難題）を克服するために，私たちは を�
　どのように活用することができるのか？

パースペクティブ
•	 についての異なる視点はどのようなものか？
•	 このことは， の視点から見ると，どのように見えるのか？
•	 は，どのように と似ている／異なっているのか？
•	 に対する，ありうる反応としては他にどのようなものがあるか？
•	 の長所と短所は何か？　
•	 の限界は何か？
•	 の証拠は何か？
•	 証拠は信頼できるものか？　十分か？
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共 感
•	 の立場になってみると，どのようだろうか？
•	 について， はどのように感じるだろうか？
•	 どのように私たちは についての理解に達するだろうか？
•	 は何を私たちに感じさせ／見させようとしていたのか？

自 己 認 識
•	 私はどのように を知っているのか？
•	 に つ い て の 私 の 知 識 の 限 界 は 何 か？
•	 についての私の「盲点」は何か？
•	 私はどのように を最もうまく見せることができるだろうか？
•	 についての私の見解は， （経験，想定，習慣，偏見，スタイル）によって，�
　どのように形づくられているのだろうか？　
•	 における私の長所と短所は何か？

【ワークシート④】　第１段階ワークシート：理解の 6 側面にもとづいて問いを引き出す言葉




